
運動やスポーツへの 
肯定感と授業の楽しさ

体育・保健体育の「授業は楽しい」
と感じている児童生徒の割合が高かっ
た学校（上位10％）（以下「『授業は
楽しい』率上位校」という。）におけ
る取組の特徴について、全国平均との
差の状況を分析し、運動やスポーツへ
の肯定感を育むヒントを探った。

[図1-5]　「授業は楽しい」率上位校が生徒の指導上大切にしていること

授業で大切にしていること

「授業は楽しい」率上位校で、「体
育・保健体育の授業において特に大
切にしていること」はどのようなこ
とであろう。

小・中学校とも「体を動かすこ
との楽しさを実感すること」「苦手
意識を持たせないこと」などの回答
割合が全国平均よりも高いほか、中
学校では「仲間の大切さを実感する
こと」「保健体育で学習したことを
実生活で生かすこと」の回答割合が
全国平均よりも高かった（図1-5）。
「苦手意識を持たせないこと」は、全

国平均としてはそれほど高くはないが、
「授業は楽しい」率上位校では、その
回答割合の全国平均との差が、ほかの
項目に比べて大きい傾向がみられた。

昨年度の調査でも、運動やスポー
ツが「きらいになったきっかけ」と
して、児童生徒の多くが「授業でう
まくできなかったから」を理由とし
てあげている。日々の授業において

「達成感」や「練習すればできると
いう自信」を体感できる指導や取組
は、運動への肯定感を育む上で重要
な視点であろう。

楽しさを味わうための 
工夫がある

体育・保健体育の授業で努力を
要する児童生徒が、運動への興味・
関心や自ら運動する意欲を高めたり、
各領域で運動の特性や魅力に触れた
り、味わえるようにするために、ど
のような取組が重視されているのだ
ろうか。
「授業中に自分の動きを撮影した

映像を見られるようにしている」は、
全国平均では小学校は約11％、中
学校は約18％とそれほど高くない
が、「授業は楽しい」率上位校では、
小学校では約13％、中学校では約
21～23％と、全国平均との差が大
きい傾向がみられた（図1-6）。仲間

と一緒に映像を見ながら、動きのポ
イントを確認し合うなどの教え合い
が活発となり、課題解決への効果も
期待できることから、ICTの活用は
有効である。

また、特に中学校の「授業は楽
しい」率上位校では、「その生徒に
合った場やルール等で行えるように
している」の回答割合で、全国平均
との差が大きかった。生徒の運動能
力や技能の程度に応じて、個別に練
習に取り組める場を設定したり、弾
力的にルールを適用したりすること
は、授業で努力を要する生徒にとっ
て、課題解決への意欲を高めるとと
もに種目のもつ特性や魅力に触れ、
運動の楽しさや喜びを味わうきっか
けとなるだろう。
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[図1-8]　「授業は楽しい」率上位校の取組
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教員のねらいや意図が 
児童生徒に伝わっている

「その授業の目標（目当て・ねら
い等）を児童生徒に示す活動を取り
入れていますか」「その授業で学習
したことを振り返る活動を取り入れ
ていますか」「授業では、児童生徒
同士で助け合ったり、役割を果たし
たりする活動を取り入れています
か」「授業では、児童生徒同士で話
し合う活動を取り入れていますか」
という質問についてみてみると、学
校質問紙からは、「授業は楽しい」
率上位校の実施状況について全国平
均と顕著な差はみられなかったが、
同じ質問内容について児童生徒質問

紙の回答を比較すると、「授業は楽
しい」率上位校の児童生徒は、目標
が「示されている」、各活動を「行っ
ている」と回答した割合が全国平均
より高かった（図1-7）。このことか

ら、「授業は楽しい」率上位校にお
いては、教員側の各活動に対するね
らいや意図が児童生徒にしっかりと
伝わっていることが推測される。

体力の向上、健康の保持増
進への取組

「授業は楽しい」率上位校では、「体
力・運動能力の向上のための目標を
設定していた」「生活習慣を改善す
る取組を行った」という回答割合が、
全国平均より高かった（図1-8）。

また、「体育・保健体育の授業以
外で児童生徒の体力・運動能力の向
上に係る取組を行った」「学校教育
活動外での運動実施の状況について
把握していた」「体育・保健体育の
授業以外に運動時間を確保する取組
を行った」についても、「授業は楽
しい」率上位校の回答割合は、全国

平均より高かった。
体力・運動能力の向上や健康的な

生活習慣の定着への取組を、体育・
保健体育の授業だけでなく、学校の
教育活動全体で計画的に実施するこ
との大切さを示す結果であろう。

[図1-7]　「授業は楽しい」率上位校の児童の授業の実態についての認識
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運動遊びを充実する

久留米市立田主丸小学校では、登
校後の朝の時間を教室で過ごしたり、
中休みや昼休みに遊ぶ児童やその内
容が固定化されたりしていた。また、
体を動かすことや体育の授業を好ま
ない児童もいることから、運動に対
する肯定的な意識をもてるようにす
ることが必要と考え、全校体制で外
に出て遊ぶ取組を実施してきた。

集会委員を中心にした異学年での
遊びを通しての交流を学期に一度設
定することで、異学年との遊びが見
られ、児童も意欲的に体を動かすよ
うになってきている。

学級単位でも運動のおもしろさに
気付くことができるよう「みんなで
遊ぶ日」を週に一度学級ごとに設定
し、担任も一緒に遊ぶようにしてい
る。

学校の取組や教員の働きかけに
より、体育の授業や運動が好きとい
う意識が生まれ、運動の日常化が図
られ、児童が自主的に体を動かす機
会が増えてきていると考えられる。

様々な遊びを継続的に 
実践する

田原本町立田原本小学校では、運
動場が狭く、児童の遊びは限られて
いた。そのため、運動が好き・運動
が得意な児童の割合が低い傾向に
あった。そこで、多様な遊びを経験
できる取組を実施してきた。

平成21年度より「フレンドタイム」
と称し、体育委員が中心となり、体
育館や校庭で様々な運動にチャレン
ジできるような取組を実施している。

大学と連携して新体力テストを
実施するとともに、児童が自らの課
題に対し楽しみながらできる方策や
体育の指導のポイントについて助言
を受け、体力の向上に生かしている。

秋には時間を決めて走る「向寒
走」に全校児童で取り組み、一人一
人の目標設定を明確にすることで積
極的に参加できるようにしている。

各学級や学年の実態に応じて計
画的に実行することで、「運動が好
き」「運動が得意」の児童が増えて
きていると考えられる。

教科担任制による 
授業を行う

青森市立浪館小学校では、新体
力テストや運動習慣等調査の結果か
ら、児童の運動や体育の授業に対す

る意識が低いことが浮き彫りになっ
てきた。そこで、教科担任制の導入
や多様な運動を計画的・継続的に行
うなど、運動遊びへの興味・関心を
高め、運動することの楽しさを味わ
うことができるような取組を実施し
てきた。

教科担任制を平成25年度より導
入し、体育は1 ～ 3年生において学
級担任と教科担任のＴＴにより実施
している。同じ教科担任がT1とし
て3年間指導することで、運動量の
確保も図られてきている。

また、県の体力つくりの施策に
多くの学級が自主的に参加し、多様
な運動に取り組んでいる。

教科担任制の導入により、一人
一人の児童にかかわることで、児童
が落ち着いて生活できるようになる
とともに、運動や体育に対する意欲
の向上も図られてきていると考えら
れる。

学校全体で、児童の体力・運動
能力、運動や体育に関する意識など
の実態を把握したうえで、児童が主
体的に運動や遊びを行う取組を、自
校の特色を生かしつつ計画的・継続
的に実施することにより、運動好き・
体育好きな児童の育成につながるこ
とが期待できる。

これまでの全国体力・運動能
力、運動習慣等調査において、体
育や運動・スポーツをすることが
好きな児童は体力合計点が高い傾
向にあることが示されている。そ
こで、児童が「運動が楽しい」「体
育が好き」と感じることができる
ような手立てや、児童が運動や遊
びで体を動かすような環境づくり
をすることが重要となってくる。

●運動遊びの充実により、運動に対する意識の向上を図る。
●学校全体で、様々な遊びを経験できる取組を継続的に行う。
●教科担任制の導入により、運動や体育に対する意欲の向上を図る。

取 組 の ポ イ ン ト point

………… 運動やスポーツへの意識の向上
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やる気を引き出す指導を 
展開する

小山市立絹中学校では、「できな
い」ことには取り組もうとしない生
徒の意識を変えるために、「やれば
できる」と思える運動や「効果が目
に見える運動」を取り入れている。
体つくり運動の授業で、簡単な動的
ストレッチをするだけですぐに関節
の可動範囲が広がることを確認した
生徒は、運動の効果に興味をもつよ
うになった。また、専門家に、リズ
ムダンスの基礎となるアップとダウ
ンの動きを指導してもらい、基礎と
なる動きを組み合わせて5分程度の
ダンスパフォーマンスができるよう
になった。武道の授業では、有段者
が難しい動きを分解して指導するこ
とで、運動が苦手な生徒も進んで授
業に取り組むことができた。やれば

「できる」運動をすることには抵抗
感が少ない。できる運動をすること
が、専門的なスキルやパフォーマン
スにつながるのであれば、それは取
り組みたくなる楽しい活動になる。

意欲的に運動ができる 
環境をつくる

佐渡市立佐和田中学校では、本
気になって粘り強く運動に取り組む
意欲を高めるために、体育の授業の
開始前に、自主的に5分間走を行っ
ている。ここでクラスの生徒を引っ
張っているのは、各部活動の部員で
構成された特設部である陸上・駅伝
部の部員である。彼らが本気で5分
間走を行っていることに触発されて、
ほかの生徒も頑張って走るように
なった。廊下に掲示された陸上・駅
伝部部員の走り込み表や、各部活動
の大会の賞状や写真は、努力の過程
と成果がほかの生徒にも伝わるよう
に、工夫して掲示されている。大会
の激励会や報告会を頻繁に開催する
など、粘り強い本気の努力がみんな
に認められて応援され、誰もが刺激
を受けている。

自主性を尊重する 
授業をつくる

廿日市市立佐伯中学校は、地域
の小学校と合同で授業モデルを作成
し、9年間を通して規律正しい学習
態度を習得する指導に取り組んでき
た。生徒は、授業開始前の準備から、
話し合い、振り返り、最後の挨拶ま

で、小学生の時から慣れ親しんだ行
い方で取り組んでいる。授業には、
生徒指導のポイントである共感的人
間関係、自己存在感、自己決定にか
かわる学習活動を仕組み、生徒の行
動を褒める「評価言」を設定するこ
とになっている。　

教員も生徒も、全員がやらなけれ
ばならないことを意識している。た
だし、それをどのようにどこまでや
るかは、各自に任されている。その
ため、各自が自分にできるやり方で
続けることができる。体育の授業で
は、学習指導要領に示された基本的
内容を学んだ後は、グループ学習が
中心となる。生徒は、自主性が尊重
され、積極的な行動が認められるこ
とをよくわかっており、技能レベル
にかかわらず、教え合いながら各自
の課題に取り組むことができている。

誰もが規律をもって取り組むこ
とが当たり前になっている学習環境
で、自分にもできると思う活動が示
され、活動に取り組む自主性が尊重
されていることがわかれば、生徒は
楽しんで活動に取り組むものと思わ
れる。その結果が、体力や学力の向
上に波及し、生涯スポーツや生涯学
習につながるものと考えられる。

全国体力・運動能力、運動習
慣等調査では、体育の授業が楽し
いと思っている生徒ほど、卒業後
に自主的に運動やスポーツをした
いと思っていることが示されてい
る。ここでは、小学生と比較して、
より専門性の高い学習に、努力し
て取り組まなければならない中学
生が、体育を楽しいと感じ、運動
や学習に意欲的に取り組むように
するための工夫について考える。

●やる気を引き出す保健体育科の授業を実践する。
●意欲的に運動に取り組む環境をつくる。
●自主性を尊重し、技能レベルにかかわらず、自主的に取り組む授業を
展開する。

取 組 の ポ イ ン ト point
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●工夫したこと
①教科担任制で授業の効率化を図る
　1 ～ 3年生を同じ体育教科担任が体育の授業を進める

ことで、学習の流れが分断されずに児童に定着し、授
業中の運動量の確保も十分に図れるようになった。 

②体力つくりに全校が同じ方法で取り組む
　全校で同じマラソンカードを使用し、全学年が互いの

頑張りを比べられるようにした。また、「ぐんぐんタ
イム」を、以前は全校で行っていたが、校庭が混み合
うため、学年ごとに曜日を割り振った。

③自分の体力を知り、成長を感じる
　新体力テストの結果を考察することで、児童は自分の

体力の現状を、教員は学級の体力の現状を把握し、目
当てをもって取り組み、成長を実感できるようにした。

④多様な運動に取り組む
　「あすなろっ子元気アップチャレンジ」では、パスラ

リー、8の字ジャンプ、チームジャンプ、リレー、マ
ラソン、ストレッチの6種目があり、実施期間も長
い。そこで、年間指導計画に示された学習活動の合間
を利用して、取り組めるように計画し、多様な運動に
計画的・継続的に取り組めるようにした。

①「運動が好き」「運動が得意」「体育の授業が楽しい」
と回答した児童の割合が増え、意欲の向上がみられた。

②本校は長年持久力の低さに課題があったが、全国平均
程度まで数値が上昇するなど、体力の向上がみられた。

①持久走への意欲の継続を図る。
②課題に対する取組にバリエーションをもたせる。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

運動は苦手…

新体力テストや運動習慣等調査の結果から、本校児童
の体力は全国平均に比べて低く、運動や体育の授業に対
する意識も低いことが浮き彫りになってきた。
2	取組の計画
①教科担任制を導入し、系統性をもって指導に取り組む

ことで運動の楽しさや達成感を味わえるようにする。
②通年で体力つくりを実施し、運動習慣の確立を図ると

ともに、新体力テストを活用し、体力の向上を図る。
③多様な運動を計画的・継続的に行うことにより、運動

遊びへの興味・関心を高め、 運動することの楽しさを
味わえるようにする。

1	教科担任制の導入
本校では、平成25年度より教科担任制を導入し、体

育の授業では1 ～ 3年生で実施している。体育教科担任
がT1として授業を主に進め、学級担任がT2として児童
の支援にあたっている。
2	全校統一のマラソンカード

これまで学年ごとに準備していた体力つくりのマラソ
ンカードを、全校で統一して活用している。体力つくり
は、中休み前に設定している「ぐんぐんタイム」で週1
時間確保するとともに、業間の時間を利用して児童が自
主的に行っている。年度末には、学年平均やベスト10
の集計・発表を行い、意欲の向上を図っている。
3	新体力テストの分析

全国平均や県平均と比較して本校の課題を見出し、体育
教科担任と体育主任が学級担任に具体的な取組を示して
いる。また、児童には新体力テストの個票を配布するとと
もに、種目ごとに全校や学年でのベスト5を発表している。
4	「あすなろっ子元気アップチャレンジ」への参加

青森県の「あすなろっ子元気アップチャレンジ」に毎
年参加している。これは校種別・学年別に「チャレン
ジ！パスラリー」など6種目の競技を学級単位で実施し、
県内でのランキングを競うものである。本校では、「チャ
レンジ！マラソン」を中心に多くの学級が参加している。

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
教科担任制の導入により、学級担任と児
童が接する時間が増え、児童が落ち着いて

生活できるようになってきた。また、児童が自分の
課題を知り、その課題に取り組み、克服していくこ
とで、自己肯定感が高まってきた。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

青森県青森市立浪
なみ

館
だて

小学校

楽しさを目指した
運動・体育意識の向上

全校児童数 365名（男子169名　女子196名）

全クラス数 15 教職員数 26名（内体育専科1名）

クラブ活動または
運動部活動

数 2

参加延べ人数 50人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 21人
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●体育の授業は楽しい

●男子
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●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 50.9 53.9

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 12.1 11.1
B 18.2 29.6
D 18.2 22.2
E 18.2 7.4

AB-DE −6.1 11.1
1週間の総運動時間（分） 789.3 537.4
60分未満の割合（％） 10.8 17.2 

● 運動やスポーツは大切
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●教科担任制で授業の効率化を図る ●体力つくりに全校が同じ方法で取り組む

※こちらでグラフなどいれますので、
データ作成時には空白にしてください。

見本<２ページ目> （PowerPointパワーポイントで作成）
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新体力テスト 全国との比較

わかった！できた！楽しい！

２年生への指導

●自分の体力を知り、成長を感じる ●多様な運動に取り組む

授業の楽しさ 運動習慣の確立

体力の向上 多様な運動の経験

１年生への指導

運動を頑張ろう

マラソンカード 体力つくりの様子

運動が楽しい！！運動ができるようになってきた
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ャ
レ
ン
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！

８
の
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ジ
ャ
ン
プ

課題であった

持久力の数値が
全国平均程度
まで上昇

全体でも
全国平均まで
もう少し

今年度の本校の
課題は柔軟性

運動や
体育って
楽しい！
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て、児童が楽しみながら取り組める具体的な方策や体育
での指導のポイントをアドバイスしてもらっている。
3	全校ドッジボール大会の実施

20年以上続く伝統的な行事で、何週間も前から、学級
担任も一緒に毎日練習を重ねている。学級全員で取り組む
ことで、全校児童の投力等の体力の向上につなげている。
4	向寒走の実施

風邪に負けない丈夫な体をつくるために、秋に向寒走
を行っている。低・中・高学年別に運動場に3つのコー
スで、各自が周回数を記録して意欲付けを行っている。

●工夫したこと
①「フレンドタイム」では、全校児童の多くが参加でき

るように場所・時間の割り振りを工夫している。ま
た、チャレンジカード等の記録方法も工夫している。

②ドッジボール大会では、練習過程も大切にすることで
意欲をもつことができる工夫をしている。

③向寒走では、全校児童が積極的に参加できるように、
一人一人の目標（周回数・タイム）を明確に設定する。

①平成21年度と平成27年度の結果を比較すると、「授業
は楽しい」の項目で「楽しい」と回答した児童の割合
は、男子24.3ポイント、女子26.8ポイント増えた。

②また、「運動が得意」の項目では、「得意」と回答した
男子の割合が66.1％から90.7％に増えた。

運動や遊びの習慣化が体力の向上につながっているこ
とを児童が理解できるようにするとともに、保護者にも
啓発していく必要があると考える。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

運動嫌いを減らしたい

児童数に対して運動場が狭く、休み時間等に児童が行
う遊びの種類は限られていた。このような状況から、運
動好きな児童や運動が得意な児童の割合が低かった。
2	取組の計画
①昼休みに多様な運動ができる「フレンドタイム」を実

施し、体を動かすことが好きな児童の増加を図る。
②大学と連携し、体力・運動能力等調査の結果から学校

の課題を分析し、児童の体力の向上の糸口を探る。
③学級対抗全校ドッジボール大会を継続的に実施するこ

とで、全校体制で体力を高める運動に取り組む。
④向寒走を継続的に実施し、持久力の向上を図る。

1	「フレンドタイム」の実施
「フレンドタイム」は、体育委員会の児童が中心とな

り、運動スペースを有効に活用できるよう、学年ごとに
曜日を決め、体育館や運動場を使用して、児童にいろい
ろな運動を紹介し、体験できるようにする取組である。
（1）�「なわとびにチャレンジ」

体育館で短なわの個人技や長なわにチャレンジする。
個人技では、ジャンピングボードを活用し、高度な技に
チャレンジしながら記録の向上を図る。長なわでは、
チームを組み、とことんコース、チャレンジコースに分
かれて8の字跳び等の記録に挑戦する。
（2）�「10m競走」

体育館内で10m競走をする。低学年は後ろ向きの長座
などいろいろな姿勢からのスタートで競い合い、中・高
学年はタイムを計測し、自己の記録の更新を目指す。
（3）�「竹馬に乗ってみよう」

運動場の一角で竹馬（低学年は「竹ぽっくり」）を体
験し、自分の力に応じたコースで楽しむ。
2	大学との連携

県内の大学と連携して新体力テストを実施するととも
に、運動能力の向上を目指して、大学で研究を進めてい
る『足指握力』の強化と測定も行っている。また、新体
力テストの結果分析で明らかになった児童の課題につい

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
①「フレンドタイム」を実施することで、
同じような取組を学級や学年の実態に応じ

て、計画的に実行できるようになってきている。
②全校ドッジボール大会は、体力の向上だけでなく
学級での人間関係の深まりにもつながっている。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

奈良県田原本町立田
た

原
わら

本
もと

小学校

運動好きな
子供を育てる取組

全校児童数 620名（男子316名　女子304名）

全クラス数 24 教職員数 35名（内体育専科0名）

クラブ活動または
運動部活動

数 6

参加延べ人数 167人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 0人
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●体育の授業は楽しい
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●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 56.0 55.6

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 18.9 22.4
B 30.2 18.4
D 22.6 22.4
E 1.9 6.1

AB-DE 24.6 12.3
1週間の総運動時間（分） 596.9 369.1
60分未満の割合（％） 1.9 12.7 

● 運動やスポーツは大切
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※こちらでグラフなどいれますので、
データ作成時には空白にしてください。

見本<２ページ目> （PowerPointパワーポイントで作成）
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昨年の記録を更新できました。

練習の成果を出し切れるように頑張ります。

苦しくても歩かないで走り続けます。
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実感できるよう心がけている。
（4）�短なわ検定から長なわ集会へ

練習の成果を評価する場として、短なわ検定を設けて
いる。短なわ検定終了後は、各学級で長なわ集会に向け
ての練習を行っている。記録は、学校内に掲示してい
る。

また、県教育委員会のホームページにある各種目の記
録をランキングで公表する「スポコン広場」に登録、児
童が目的意識をもって取り組むことができるようにして
いる。

●工夫したこと
①異学年との交流を行う際は、計画・準備・片付けまで

児童のみで運営できるようにし、「自分たちでやる」
という主体性を常にもたせることを心がけた。

②運動の日常化を図るためになわとびに取り組んでいる
が、短なわカードだけでは目的を達成できない。そこ
で、短なわ検定、長なわ集会を年間計画に位置付け
て、通年でなわとびに取り組むようにした。

始業前に体育館でなわとびの練習に取り組む児童が増
えた。また、中庭で竹馬や一輪車に乗ったり、休み時間
に運動遊びを積極的に行ったりする児童の姿が多く見ら
れるようになった。このように、外に出て遊ぶ児童が増
え、遊ぶ内容の多様化が見られるようになってきた。

委員会活動のみに留まらず、異学年交流を日常化して
いきたい。そのために、「みんなで遊ぶ日」を低学年と
高学年で行うなどの取組を目指す必要がある。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

運動の二極化が深刻に…

朝の時間には運動場で遊ぶ子が多いが、一部の児童は
教室で過ごし、中休みや昼休みに遊ぶ内容や児童も固定
化しつつある。また、体を動かすことや、体育の授業を
好まない児童がいるという課題がある。
2	取組の計画
①児童の運動に対する肯定的な意識の向上
②児童の運動の日常化
③体育の授業の充実

1	異学年交流を通じた運動
本年度から新設した集会委員会を中心に、異学年交流

を高学年の児童が主体となって行っている。低学年への
アンケートをもとに、運動の内容を検討し、昼休みの時
間に異学年と交流することを各学期に1度設定している。
2	「みんなで遊ぶ日」
「みんなで遊ぶ日」を1週間に1度、学級ごとに設定し

ている。遊ぶ日の内容・準備・片付けは、児童自身の考
えで行っている。また、教員は児童と一緒に遊びなが
ら、安全管理を行い、人間関係を見守っている。
3	なわとびを通じた運動の日常化
（1）�短なわカードの活用

運動の日常化と体力の向上をねらいとして実践してい
る。自分ができるようになった技に色を塗ったり、友達
同士で技を見せ合ったりすることで、なわとびに対する
肯定的な意識の向上を図っている。
（2）�短なわを通じた仲間づくり

児童が日常的に取り組むことができるよう朝の始業前
に体育館を開放している。上級生が下級生に教えること
で、なわとびに対する意欲が向上するとともに、毎朝取
り組むことで運動の習慣化を図っている。
（3）�体育の授業との連携

4月当初に体育の授業の1単位時間を活用して短なわ
の跳び方の指導を行った後、体育の授業の始めの5分間
は必ず短なわを行っている。授業の始めに短なわを行う
ことで、自分の成長に喜びを感じながら運動の楽しさを

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
児童の運動の日常化が確立し、体を動か
す機会が増えたことで、心身ともに健康に

過ごすことができている。その結果として、授業と
休み時間との「メリハリ」が生まれ、落ち着いた学
校生活を送ることができるようになってきた。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

福岡県久留米市立田
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主
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まる

小学校

運動の日常化を
目指す試み

全校児童数 348名（男子172名　女子176名）

全クラス数 13 教職員数 24名（内体育専科0名）

クラブ活動または
運動部活動

数 3

参加延べ人数 68人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 0人
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●体力合計点と運動時間
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体力合計点（点） 57.6 63.8

総
合
評
価

（
段
階
別
）
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D 11.1 3.3
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AB-DE 48.1 80.0
1週間の総運動時間（分） 487.7 424.8
60分未満の割合（％） 10.0 11.7 
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集会委員会による児童主体の異学年交流
Ｐ（計画）Ｄ（実践）Ｃ（評価）Ａ（改善）サイクルを生かした児童主体の運動遊び

短なわ検定
●今までの練習の成果

を発揮しよう！ 長なわ集会
●1人の力が集結して

みんなの力に！

学級を１つに！「みんなで遊ぶ日」の実践
1週間に1度！係活動を主体とした各学級による運動遊び

※こちらでグラフなどいれますので、
データ作成時には空白にしてください。

見本<２ページ目> （PowerPointパワーポイントで作成）
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③体つくり運動の導入として、オリンピックに出場経験
のあるアスリートが体幹トレーニングを指導した。
3	動きの集団化を図る
①運動会では、集団で同じ動きを修得できるようにした。
②学年種目では、クラス全員のムカデ競争やなわとびを

実施し、クラス対抗で互いのレベルアップを図った。

●工夫したこと
①運動に慣れ親しんでいない生徒が、短い時間でも運動

するように、「やればできる運動」「効果が目に見える
運動」を探すところからスタートした。

②各領域で専門性の高い指導者から指導を受けることが
できる環境を設定した。

③体力・運動能力には、男女差や個人差があることを認
識し、体力の程度にかかわらず、一生懸命に運動する
ことの素晴らしさを説明し、理解できるようにした。

①動的ストレッチは、数分のストレッチで関節の可動域
が大幅に変わるので、運動によって自分の体が変化す
ることが生徒に非常にわかりやすく、効果的であった。

②各領域で専門性の高い指導者から指導を受けること
で、生徒は興味深く学んでいた。特に、ダンスや武道
では難しい動きを分解して指導したため、運動が苦手
な生徒も進んで授業に取り組んでいた。

③体力差を理解することで、一生懸命に取り組む生徒を
応援する雰囲気ができた。

保健体育の授業が楽しくなった生徒でも、「走る」「投
げる」「跳ぶ」などの分野の運動には、苦手意識をもっ
ており、運動の日常化を更に推進する必要がある。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

運動意欲とやる気を喚起する必要性

文化部の生徒や一般の生徒は、できないことを一生懸
命やるのは恥ずかしいと考えることが多い。「やっても
できない」→「できないことは格好悪い」→「格好悪い
から恥ずかしい」→「恥ずかしいから運動はやりたくな
い」という構図がある。そのため、まず、やる気を引き
出す指導が重要であると考えた。
2	取組の計画
①自分自身の体を知ることで、自分の心と体に興味をも

てるようにする。
②運動能力の差が出ない種目を体験し、「できる」喜び

を味わうことができるようにする。 
③行事等で、集団での運動の実践を行い、仲間とともに

運動する喜びを体験する。

1	自分の体の動きの確認
（1）�自分の関節の動き、可動範囲を確認

体つくり運動の領域で、楽しみながら自分の関節の可
動範囲をチェックできるようにした。他人との比較では
なく自分を知ることのおもしろさを理解できるようにし
た。その後、動的ストレッチを実践し、簡単なトレーニ
ングでも、自ら体を動かすと自分の体は変化することに
気付き、運動に対する興味をもてるようにした。
（2）�新体力テストを活用し、自分の運動能力を確認

生徒が過去のデータと比較し、1年間の運動を振り返る
ことで、運動習慣の改善をする「きっかけ」とした。
（3）�毎時間のサーキットトレーニングを工夫する

二人組のトレーニングを多くし、短時間で競い合いな
がら運動できるようにした。
2		各種目の専門家から指導を受け、専門的指導法を
取り入れる

①ダンス領域では、ヒップホップダンスの指導者に指導
を仰ぎ、アップ、ダウンの専門的な動きを覚え、簡易
な動きの3 ～ 5分の曲を踊ることができるようにした。

②武道の領域では、有段者が剣道具を装着せずに難しい
動きを分解し指導した。

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
見学の生徒が0になり、少しのけがでも取
り組む生徒が増加した。運動に意欲的に参

加することで、運動以外の学校行事にも積極性がみ
られるようになり、学校全体に活気が出てきた。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

栃木県小山市立絹
きぬ

中学校

やる気を引き出す
授業の開発

全校生徒数 141名（男子70名　女子71名）

全クラス数 6 教職
員数

19名
（内保健体育科1名）

運動部活動数 5 運動部活動参加率
（全学年） 70％

地域のスポーツ指導者の活用
（年間延べ人数） 3人
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本
校
の
結
果

●体育の授業は楽しい

●男子

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
H27

H21

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
H27

H21

●女子

（%）

（%）

30.0 30.0 30.0

25.0 75.0

0.0
10.0

42.147.45.3 5.3

31.845.5 13.6 9.1

0.0

楽しい やや楽しい あまり楽しくない 楽しくない

●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 50.9 47.8

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 26.7 18.2
B 40.0 36.4
D 6.7 9.1
E 0.0 0.0

AB-DE 60.0 45.5
1週間の総運動時間（分） 1379.1 890.0
60分未満の割合（％） 6.3 27.2 

● 自分の体力に自信がある

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国

自信ある　 やや自信ある　 あまり自信ない　

●男子
13.3 36.8

25.0 37.5 25.0 12.5

35.0
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本校

全国
●女子

23.928.5

36.4 27.3 31.8

41.7

（%）

（%）

自信ない

14.9

5.9
4.5

※こちらでグラフなどいれますので、
データ作成時には空白にしてください。

１回目 トレーニング後→ トレーニ
ｃｍ ング後 ｃｍ

３ 開脚チェック（股関節）

やり方（立位体前屈）

１ 立位から前方に手をつき、徐々に開脚する。

２ 左右の足の距離を測る。

※ 一瞬の測定で OK 時間がかかると肉離れを起こす可能性がある。

（運動選手だったら 身長と同じだけ開脚できると良い。）

３ 測定値の計算の仕方

開脚値 身長
ｃｍ ÷ ｃｍ ＝

値が（０．８～１）以上になることが望ましい。

４ ランジテスト（足首）

やり方

１ 裸足になる。

２ カベから１０ｃｍ右足先をはなして、膝を曲げる。

※１ かかとが、床から離れないようにする。

※２ 膝が足先を同じ方向を向くように膝を曲げる。

３ ２と同じ方法で、床から何ｃｍ足を離すことができるかを測定する。

（運動選手だったら １２ｃｍを以上目標とする。）

右足 トレーニング後→ トレーニ
ｃｍ ング後 ｃｍ

左足 トレーニ
ｃｍ ング後 ｃｍ

５ 簡易ランジテスト（足首） やらなくても良い！

※ かかとを浮かせないで『しゃがむ』ことができるか？ できたら○で囲む。

１ 立位の状態で、手を前に上げる（前にならえの姿勢） できる できない

２ 手を体側に付け『しゃがむ』手の甲を床につく。 できる できない

３ 手を後ろに組んで『しゃがむ』ことができる。 できる できない

生徒に有効な動的ストレッチ及び筋力トレーニング
ジョイント・バイ・ジョイント理論

間接 動き（ニーズ）

肩 動作性 上から 動作性と安定性が交互になっている。

肩甲骨 安定性＋動作性
大きく動く関節 → 動作性

胸椎 動作性
動きが小さい関節 → 安定性

腰部・骨盤 安定性

股関節 動作性 なまえ

膝関節 安定性

足首 動作性

関節の診断（スクラッチテスト）

１ 肩・肩甲骨・胸椎

やり方
１ 右手左手の親指と人差し指で○をつくる。

２ 右手を肩越しに 左手を脇の下から背中に手を回す。

３ 直径５ｃｍぐらいの棒を持って、右手と左手の距離を測る。

４ １～３の動きを左右交代で実施する。

（運動選手だったら ５ｃｍを以内目標とする。）

右手上 トレーニング後→ 右手上
ｃｍ ｃｍ

左手上 トレーニング後→ 左手上
ｃｍ ｃｍ

２ 腰背部の柔軟性テスト（体幹部）

やり方（立位体前屈）

１ 台の上に足をそろえて立つ。

２ 膝を曲げずに前屈する。

３ 足先から中指までの距離を測定する。

※ 床に届かないようならばー○○ CM と記入する。

（運動選手だったら ２０ｃｍを以上目標とする。）

１ 肩・肩甲骨・胸椎のトレーニング＆ストレッチ

☆ トレーニング方法Ⅰ ウィンギング・エクササイズ
① 左右の肘と小指を胸の前で付ける。

② ①の状態で目の上まで肘をあげる。

③ そのまま肘と小指をはなして左右に開く（肩より後方に肘を引く）

④ ③の状態から肘をしたにさげる。

⑤ ①～④を１０回行い、１１回目に②の状態で肘を１０回額まで持ち上げる。

⑥ ①～⑤を１セットとして、３セット行う。セット間の休憩は６０秒～９０秒とする。

☆ トレーニング方法Ⅱ スリーパーズ・ストレッチ
① 右手の甲を腰につける。（へその位置ぐらいの高さ）

② 右肘を左手で前に引っ張る。

③ 左右交互に実施（２０回をめやすに３セット）

※ 関節が柔らかい生徒は、手の甲が背骨に近いところまで移動させると良い。

☆ トレーニング方法Ⅲ
① 右半身を下に横向きで寝る。（安定するように左膝を曲げる）

② 右手を前方に出し、肘を頭部の方向に曲げる。（上腕二頭筋の力こぶをだすように！）

③ 手の甲を床に付けた状態から手のひらが床につくように、肘を中心に前腕を下半身の方
に回転させる。（手が浮かないように横を向いて左膝で押さえると効果的）

④ 左右の手を交換する。

☆ 肩のインナーマッスルのトレーニングⅠ（ダンベル or ペットボトルに水を入れて持つ）
① 足を肩幅に開き、両手手のひらが上になるようにを左右の手を挙げる。

（床と平行になるように）

② 肘を曲げずに上下に腕を１０ｃｍ上下させる。２０回程度

③ 手を上げたまま、手のひらを下に向ける。

④ ③の状態で手を上下に１０ｃｍ上下する。２０回程度

⑤ 右手の平を上に向ける。左手は手のひらを下に向ける。左右交互に向きを変える。
２０回程度

⑥ ①～⑤を３セット繰り返すと効果的

※ トレーニング後にもう一度スクラッチテストを実施すると、記録が良くなる。

（肩・肩甲骨・胸椎の可動範囲が広がる。）

２ 股関節（中臀筋）のトレーニングⅠ

☆ トレーニング方法Ⅰ（膝の怪我防止）
① 右半身を下に横向きに寝る。

② 左足を後方上に２０回あげる。つま先は下に向くようにする。
※ 横にあげるのではなく後方にかかとから引き上げる。

③ 左右交換する。 （左右２０回を３セット行う）

３ 股関節のトレーニングⅡ

☆ トレーニング方法Ⅱ ワールド・グレイテスト・ストレッチ
① アキレス腱を伸ばすように右足を大きく後ろにひく。

② 右手を左足の付近につく。（安定するように！）
１

③ 左手を手のひらが前を向くように頭部まで持ち上げる。（胸の関節がひらくようにする）
（胸椎をねじるように頭部より後方に左手をする。）

※ カウントで１０ （時間では、１０秒程度胸椎をひねる。）

① １ー③の体勢から両手を床につける。

２ ② 右足と左足の膝を伸ばす。

※ カウントで１０ （時間では、１０秒程度大腿部をのばす。）

① ２－②の姿勢から両手を左膝に置く。

② 左膝を曲げ腰をしたにさげる。
３ （右膝が床から５ｃｍまでさげる）

③ 上体を起こし、股関節が開くように意識する。

※ カウントで１０ （時間では、１０秒程度大腿部をのばす。）

１ ２ ３ を実施して、左右の足を入れ替えて実施する。

※ ５セット以上行うことが効果的である。

３ 足首のトレーニング

☆ トレーニング方法Ⅰ トゥータッチプログレッション（肉離れ 足首のねんざ防止）
① 右足をうえにあげ、片足立ちになる。

② ①の上体で片足スクワット。（何かにつかまっても良い。）１０回を目標にする。

② 左右交代する。 ３セットを目標にする。

☆ トレーニング方法Ⅱ （足首の関節を柔らかくする。）
① 右足の足先を持ち上げる。

② 足の浮いた部分にレンガ等の物を入れる。

③ 左の膝を床につく。

④ 右の膝に両手を置き 時計回りに２０回・反時計回りに２０回まわす。
※ 足首からゴリゴリと音が聞こえるぐらいまわす。

⑤ 左右の足を入れ替える。 ２～３セット行うことが望ましい。

トップアスリートによる体幹トレーニング

剣道・ヒップホップダンス等専門的指導の工夫

事例4
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向け、意欲を高めている。また、応援団を中心に生徒全
員からエールを送り、学校全体で盛り上げている。
（3）保護者・職員へ大会や練習試合の結果報告

部活動だよりで、各部活動の大会や練習試合の結果を
その都度、保護者に伝えている。また、全教職員で情報
を共有し、全校で部活動に取り組む意識を高めている。

●工夫したこと
①5分間走では、陸上・駅伝部の生徒に本気で走るよう

に指導をした。その様子を見たほかの生徒もこれまで
以上に頑張って走るようになった。陸上・駅伝部の生
徒は、補強運動などでもしっかりとリーダーシップを
発揮しており、周りに良い影響を与えている。

②部活動の写真や大会の賞状が見やすくなるように掲示
の仕方を工夫して、校内の雰囲気づくりを行った。

①新体力テストの体力合計点が、男女とも全国平均を大
幅に上回り、体力向上の取組の成果が表れている。

②新体力テストのアンケートで、「体育の授業が楽し
い」と回答する生徒が増加し、以前よりも体育の授業
に前向きに取り組む姿が見られるようになった。

③全教職員が部活動の開始時に活動場所へ行き、熱心に
指導に取り組む雰囲気が醸成されてきた。

①運動が不得意な生徒も、意欲的に体育の授業へ参加で
きるような授業を工夫する。

②運動部の頑張りを、全校で応援する雰囲気をつくる。
③個人が特定される写真など、個人情報の扱いに注意

し、保護者や地域等に積極的に情報を発信していく。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

更なる体力の向上のために

数年前まで、本校は、新体力テストにおける20mシャ
トルランや50m走の数値が全国平均を下回っていた。こ
の結果から、本校では、生徒の体育の授業や運動に対す
る意欲の低下が課題であると捉えた。
2	取組の計画
①規律ある集団としての意識改革を図り、運動をする
「時間」「場」といった環境を整える。

②各部活動の頑張りを全校生徒にわかるように工夫し、
生徒の運動に取り組む意欲を高める。

1	年間を通した体力つくりの「時間」「場」の設定
（1）体育の授業における体力つくり

全ての体育の授業で、授業開始前から自主的に5分間
走を行うよう奨励している。そして、補強運動として、
腹筋、背筋、腕立て伏せ、バービージャンプを毎時間
行っている。また、多くの単元で、授業の導入として、
陸上・駅伝部が行っている動きづくりのドリルを行い、
走るときの正しい姿勢を定期的に指導している。
（2）陸上・駅伝部における体力つくり

各部活動から部員を募り、特設部として年間を通して
活動している。朝練習で約4 ～ 5㎞を走り、部活動が行
われる前の1時間を陸上・駅伝部の練習時間としている。
（3）全部活動によるランニングタイムの実施

冬季期間中、グラウンドや屋外の施設が使えないとき
には、校舎内を利用し、全部活動が前半と後半に分かれ
て走る15分間のランニングタイムを実施している。
2	生徒の頑張りの「見える化」
（1）廊下に写真コーナーを設置

部活動の大会や練習の様子、大会の賞状などを体育館
の廊下に掲示している。また、駅伝部の走行距離を示し
た表を掲示し、5㎞走ると1つスタンプを押しており、
部員以外の生徒も関心をもって見ている。
（2）激励会・報告会の充実

朝の時間を活用し、激励会や報告会を数多く行ってい
る。各部活動の代表者が具体的な目標を発表し、大会に

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
身体を鍛えるためには、粘り強さや挑戦
しようとする気持ちが必要である。そのこ

とを日々の部活動を通して指導し、結果的に学校生
活でも粘り強く、ひたむきに様々なことに挑戦する
生徒が多くなったと感じている。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

新潟県佐渡市立佐
さ

和
わ

田
た

中学校

意欲的に運動に
取り組む環境づくり

全校生徒数 227名（男子115名　女子112名）

全クラス数 8 教職
員数

20名
（内保健体育科2名）

運動部活動数 9 運動部活動参加率
（全学年） 71.5％

地域のスポーツ指導者の活用
（年間延べ人数） 3人
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●体育の授業は楽しい

●男子

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
H27

H21

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
H27

H21

●女子

（%）

（%）

27.8 50.0 11.1

41.9 48.8 4.7 4.7

11.1

31.331.310.4 27.1

50.028.9 18.4 2.6

楽しい やや楽しい あまり楽しくない 楽しくない

●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 45.6 56.1

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 15.0 42.9
B 30.0 51.4
D 20.0 0.0
E 0.0 0.0

AB-DE 25.0 94.3
1週間の総運動時間（分） 792.3 464.6
60分未満の割合（％） 2.4 16.2 

● 中学卒業後も自主的に運動やスポーツをしたい

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国

思う　 思わない　 分からない　

●男子
66.5

70.0 20.0 10.0

9.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
本校

全国
●女子

34.153.4

62.9 8.6 28.6

12.6

（%）

（%）

23.9

体育の授業での体力つくり

※こちらでグラフなどいれますので、
データ作成時には空白にしてください。

見本<２ページ目> （PowerPointパワーポイントで作成）

＜年間を通じて行う朝練習＞ ＜市内陸上大会の全校応援＞ ＜市内駅伝大会＞

＜駅伝部の走り込み表＞ ＜写真＆賞状コーナー＞

年間を通じた体力つくりの場

生徒の頑張りの「見える化」

＜継続的な補強運動の実施＞ ＜授業前の5分間走の奨励＞

事例5
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③上級生への「感謝の手紙」
　学校行事の後、リーダーである3年生の頑張りを労っ

て、下級生から上級生に「感謝の手紙」を送る。

●工夫したこと
①グループを主体とした学習形態の重視
　生徒同士が互いに考え、学び合う学習を重視し、準備

運動や技能を高めるための練習をグループで行った。
②指導と評価の一体化
　学習後には学習カードへの記入の時間を設定し、生徒

が自らの成長と課題を確認できるようにした。
③学習指導要領の趣旨を踏まえた指導方法の工夫
　保健体育科の目標でもある「生涯にわたって運動に親

しむ資質や能力を育てる」ことを重視して、練習方法
の工夫などを積極的に行った。

①体育の授業に対する態度の変化
　活動の様子や学習カードの記述から、自分の課題を意

識して運動に取り組む態度がみられるようになった。
②「体育の授業は楽しい」に対する肯定的評価の急増
　平成21年度に比べ平成27年度は肯定的評価が急増し

ている（右ページグラフ参照）。

①生徒自身に「自主性・頑張る気持ち・感謝の気持ちを
もって行動することが本校の伝統である」という思い
が定着するまで、取組を継続すること。

②生徒が主体性と意欲をもって活動することができるよ
うに意図的に仕組み、教員の役割を教職員全体で共通
理解して、協働して実践していくこと。

Check 取組成果の評価

Action 今後の課題と取組

1	取組時の課題

主体的に運動を行う意欲が低い

体育学習や様々な活動に対して、進んで取り組もうと
する自主性や頑張って行おうとする意欲が低い。
2	取組の計画
①体育学習に対して、主体的に取り組む態度を育てる。
②様々な活動に対して、主体的に取り組む態度を育てる。
③自分や地域に対して、自信や誇りをもてるようにする。

1	生徒指導の充実
（1）�生徒と教員の共感的な人間関係の育成

定期的な教育相談に加え、欠席や宿題提出の状況、忘
れ物など学校生活の細かな変化を捉え、生徒への声かけ
や、保護者への連絡等を地道にきめ細かく行った。
（2）�落ち着いて学習に取り組むことのできる環境づくり
①「さいきっ子授業モデル」の作成と授業でのルール・

学び方を小・中合同で作成し、9年間を通して規律正
しい学習態度を身に付ける指導を行った。

②学習環境の整備
　落ち着いて学習に取り組める環境をつくるために、机や

ロッカーの整理・整頓、教室掲示の工夫などを進めた。
③生徒会を中心とした「み・そ・あ・じ」の取組
　「身だしなみ」「掃除の励行（自問清掃）」「あいさつ

日本一」「時間を守る」で「み・そ・あ・じ」とし、
生徒会の自主的な呼びかけを中心に取組を行った。
2　体育学習と学校行事との関連
（1）�各学期に1回の学級対抗による体育的行事の実施

1学期：クラスマッチでの球技（バスケットボール）
　2学期：運動会での学級対抗（長なわとび・リレー等）

3学期：校内駅伝・マラソン大会
（2）�生徒の主体性を育み、自己肯定感を高める取組
①運動会（縦割り集団による行進・応援・ソーラン）
　3年生が練習計画を考え、練習方法なども工夫して、

試行錯誤しながら実践する。
②縦割り「自問清掃」
 3年生の指導のもと、縦割りで自問清掃※を進める。

※…きれいにできる場所を自ら探して取り組む掃除

Plan 取組時の課題と計画

Do 取組の内容

体力の向上の取組がもたらす波及効果
学校全体に落ち着きがみられるようにな
り、日々の授業や学校行事に主体的に取り

組む生徒が増加するとともに、学校評価生徒アン
ケートにおける「学校生活は楽しい」の肯定的評価
の割合が、高い数値を示すようになった。

…………運動やスポーツへの意識の向上
テーマ

1

広島県廿日市市立佐
さ

伯
いき

中学校

主体性を育む
体育授業の充実

全校生徒数 220名（男子120名　女子100名）

全クラス数 9 教職
員数

43名
（内保健体育科2名）

運動部活動数 9 運動部活動参加率
（全学年） 73.2％

地域のスポーツ指導者の活用
（年間延べ人数） 4人
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●体育の授業は楽しい

●男子
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（%）

（%）

5.1 64.1 20.5

60.0 26.7 13.3

10.3

26.342.112.3 19.3

35.760.7 3.6

0.0

0.0

楽しい やや楽しい あまり楽しくない 楽しくない

●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 44.3 45.8

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 7.3 7.7
B 41.5 50.0
D 17.1 19.2
E 4.9 0.0

AB-DE 26.8 38.5
1週間の総運動時間（分） 729.2 439.6
60分未満の割合（％） 9.1 17.8 

● 中学卒業後も自主的に運動やスポーツをしたい
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全国

思う　 思わない　 分からない　

●男子
66.5

68.2 9.1 22.7

9.6
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34.153.4

59.3 11.1 29.6

12.6

（%）

（%）

23.9

体育の授業における指導方法の工夫・改善

生徒指導の充実

体育学習と学校行事との関連

運動会・縦割りソーラン

クラスマッチ 校内・駅伝マラソン大会 運動会・縦割り応援合戦

さいきっ子授業モデル 生徒会「みそあじ」の取組

上級生への「感謝の手紙」

保護者と生徒による挨拶運動

学習カードの活用

縦割り「自問清掃」

グループ学習での学び合い ルールや練習方法の工夫

事例6
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